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Abstract 


The laboratory colonized mosquitoes (NF strain) of Culex tritaentorhynchus 
summorosus were reared in indoor insectary biotron in which the astronomical day 
length, temperature and humidity were automatically regulated to change by daily 
cycle and change gradually by 5 days following the changes in the natural astrono- 
mical conditions from early August through the end of next May. 

Adult female mosquitoes which emerged under various conditions were infected 
with Japanese encephalitis virus by allowing them to bite on 1 day old infected 
chickens or by feeding the mixture of rabbit blood and virus suspension and kept in 
controlled conditions of biotron continuously even after infection. At intervals after 
infection, 4 to 10 mosquitoes were harvested and a half of them was used for assay 
of the infectivity of the virus. Another half was processed for the samples of 
fluorescent antibody method and the distribution of viral antigen in mosquitoes was 
examined. The results obtained were as follows: 

1. In preliminary experiment in which infected mosquitoes were kept in conventional 
incubators (defective of apparatus controlling the various natural conditions but able to 
keep constant temperatures), it was found that virus growth in infected mosquitoes 
was prolonged in time with lower temperatures, however, the virus replication still 
occurred even when the infected mosquitoes were kept at 15°C throughout the 
experiment. 

2. The virus in mosquitoes which emerged and infected under the environments 
of before the end of September began to replicate from 3rd or 5th day after infection 
and reached the maximum titer on 7th or 10th day. The fluorescent viral antigen 
observed at first in a part of posterior midgut cells and gradually developed to all 
over the midguts. When the virus infectivity titer reached the maximum, the 
fluorescent viral antigen was distributed to fatbody cells, salivary gland cells and 
thoracic ganglion cells. 

3. The virus growth in mosquitoes which emerged and infected under the environ- 

ents of after the middle part of October was observed from 5th or 7th day after 
infection and the virus titer reached the maximum on 15th day. The virus titer in this 
case was constantly very much lower that of mosquitoes which emerged and infected 
in the conditions of before the end of September. The fluorescent viral antigen was 
observed only in the limitted part of posterior midgut cells throughout of experiment, 
however, after the environments in biotron were changed to those of March from 
January. the fluorescent viral antigen was observed to develop to the whole cells of 


midguts, fatbody cells, thoracic ganglion cells and salivary gland cells. 
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日 本 脳炎 ウイ ルス CY FAIRY TA EIR Y 
イル ス と いう ) WL BUD SRR X vx 既に HURL- 
BUT (1950), HALE et al. (1957), GRESSER et al. 
(1958), LaMotte (1960, 1963), MIFUNE (1965), Zë 
38% (1966), DOI et al. (1967) 及び MUANGMAN 
et al. (1972) 等 に よっ て 行わ れ て いる . これ ら 先 
人 の 業績 は (1) 典 体 内 の ウイ ルス 増殖 に 及ぼ す 外 界 
温度 の 影響 みみ た も の , (2) MIKA DY 4 VAIO 
様式 と ウイ ルス 抗原 の 分 布 を 検索 し た も の と 大 別 さ れ 
5. この うち , LaMotte (1963) 及び MIFUNE (1965) 
は 特に 外気 温 の 変化 を 考慮 に 入れ て 実験 的 感 染 瑞 を 種 
々 の 環境 温度 で 飼育 し 明 体 内 の ウイ ルス の 存続 を 検査 
し , 次 の よう な 貴重 な 所 見 を 得 て い る . Hb, Bic 
A, 感染 が 成立 すれ ば ウイ ルス は 低温 時 で も , TOR 
染 価 に 極端 な 低下 を みな いま ま 長 期間 に 豆 っ て 政体 内 


x 験 材 料 


(1) バイ オト ロン 

バイ オト ロン は 島津 製作 所 製 ( 特 弄 バ イオ トロ ン ) 
を 用 いた . 長崎 地方 の 過去 5 年 間 の 資料 か ら , 5 日 毎 
の 平均 を と る こと に よっ て 1 日 の 生物 学 的 日 長 時 間 , 
温度 及び 湿度 の 3 時 間 毎 の 値 を 結ぶ 変化 曲線 を 定め , 
これ に よっ て 1 日 の 気候 環境 と し た . その 環境 を 5 日 
問 継続 する こと で 1 プロ グラ ム と し , ブロ グラ ょ ム を 連 
続 的 に 変え る こと で 1 年 間 の 気候 環境 を 再現 し た . 

(2) ウイ ルス 

当 部 門 で 1968 年 夏 , 野外 で 捕 集 し た コガ タ ア カイ エ 
カ か ら 分 離し 日 脳 ウ イル ス と 同定 し た MP 3667—68 
株 の マウ ス 脳 内 継 代 2 3 代目 の も の を 使用 し た . 

(3) コガ タダ アカ イエ カ の 日 脳 ウ イル ス の 感染 
教室 で 継 代 保存 きれ て いる コガ タ ア カイ エ カ (NF 
A) の 50 代 な いし 70 代 目 の も の を 実験 に 使用 し た . F 
備 実 験 に は 103.6 LDso/0.02ml Out VATED 
豚 を 吸血 させ て 感染 し た . 本 実験 に は 8 月 中 旬 か ら 10 
月 上 旬 ま で の 気候 条件 で 羽化 し た 麗 の 場合 , 103・2 x 
た は 104.9 LDso/0.02ml の ウイ ルス 血 症 の 感染 ヒ ナ 
を 吸血 させ , また 11 月 中 旬 の 気候 条 件 で 羽化 し た 敗 の 
2 日 間 人 負 餅 させ た 人 後 , 1035 また は 105.5 LDso 
/0.02ml の ウイ ルス と 脱 繊 維 家 束 血 液 を 等 量 混合 し 
た も の を 綿 に 浸し て 吸引 させ 感染 させ た . 実験 に は 満 
腹 と な る まで 吸血 し た 山 だ け を 使用 し , 吸血 量 が 充分 
で な か っ た 昨 及 び 吸 血 し な か っ た 届 は 実験 か ら 除 外 
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に 保 た れる こと を 明か に し た . し か し , この 種 の 実 
験 に は , な お ウイ ルス の 生態 学 と いう 観点 か ら 山 の 吸 
im, 産卵 , 羽化 , 越 年 な ど 種 々 の 生理 的 条件 が 考慮 き 
れ ね ば な ら な い . 

我々 は 遇 の 羽化 及び 吸血 時 の 環境 条件 を 考慮 し 出来 
る だ け 自 然 の 状態 に 近い 生理 的 条件 の 山 で ウイ ルス に 
ょ る 実験 的 感染 を 行う こと に し た . 先ず , 長崎 地方 に 
お ける 最近 5 年 間 の 気象 を 調査 し , 毎日 の 生物 学 的 日 
長 時 間 , 気温 , 湿度 を 5 日 毎 に 平均 し て 作っ た プロ グ 
ラム を 用 いて 1 年 間 の 気候 環境 を バイ オト ロン で 再現 
し た . この よう な バイ オト ロン で 種々 の 時 期 に 通化 し 
羽化 し た コガ タ ア カイ エ カ 雌 成 申 を 用 いて ウイ ルス を 
実験 的 に 感染 きせ, BAND v 4 LAER T 2v 
ス 抗 原 の 分 布 を 調べ た の で その 成績 を 詳 述 する . 


実 験 方 法 


し た . Wl ffo 0 OU de dS Lic l l OM 
血 量 を 0.002ml と し , MRO 4 VAD. 103.9 
LD5so/0.02ml と する と 102.6 LDso/0.02ml と 計算 
出来 る . 

(4) ウイ ルス の 感染 価 の 測定 

山体 内 の ウイ ルス の 測定 は 感染 山 2 5 個体 を 1 プ 
ー ル と し , 0.75 欠 和牛 血清 アル ブ ミ ン , 2007/ml スト 
レプ トマ イン ン , 200u/ml ペニシリン 加 0.01M & 
酸 緩 衡 食塩 水 pH7.2 の 0.5ml また は lml で 乳剤 
と し た , これ を 4 で で 10,000rpm 15 分 間 遠 心 し , そ 
の 上 清 を 1 腹 8~10 匹 の 貴 須 マウ ス 脳 内 に 0.02ml 
ずつ 接種 し た . Reed and Muench (1938) の 方 法 で 
LDso を 算定 し , Chr bie 1 個体 当り の ウイ ルス 量 
LDso/mosq. を 計算 し た . 

(5) 警 光 抗体 法 

Doi et al. (1967) の 方 法 に 準じ て 行なっ た . BU 
b, 感染 及び 非 感染 帆 を 卵 由 と アラ ビア ゴム を 等 量 混 
合 し た も の を 媒体 と し て 包 埋 し , 米国 Lipshow 社 製 
の クリ オス タッ ト (Model No. 1200) で 4 ミク ロン 
OUR UITXÜEOoTL. これ を カバ ー グ ラス 上 で 約 5 
分 章 ア セト ン 前 処理 し 直接 法 に ょ っ て 贅 光 染色 し た 
後 , BERR Lic. 抗体 の Fluorescein isothiocyanate 
(FITC) 贅 光 色素 の ラベ ル は 川村 (1967) の 方 法 に 
よっ た . 
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Rhy OO B] aim E ETA LABEL OAR (PRE 
験 ) 

日 朋 ウ イル ス の 抗体 の な い 豚 に 103.0LDs。/0.02ml 
の ウイ ルス を 5ml 皮下 接種 し 3 日 後に こ 103.6 LCso/ 
0.02ml の ウイ ルス 血 症 の と き コ ガタ アカ イエ カ 雌 成 
RORIZ. 吸血 則 を 6 群 に 分 け 30C, 27 て , 
24C, 21C, 18C 及び 15C で 通常 の 恒温 室 で 飼育 
Lr, 1H, 3H, 5H, 7H, 10 日 及び 14 日 目 に そ 
れ ぞ れ 5 個体 ずつ 取り 出し , これ を 1 プー ル と し て 貴 
乳 マ ウス 脳 内 接種 潜 で ウイ ルス の 感染 価 を 測定 し た . 
その 結果 を まとめ た も の は Fig. I CHS, 30 で . 27C 
及び 24C で の 仙 体 内 の ウイ ルス 増殖 は ほとん ど 類 似 
の 様相 を 示し 感染 後 6 時 間 な いし 12 時 間 上 月 の ウイ ルス 
の 感染 価 ( 図 中 に は 1 日 目 の 線 上 に 記載 し た ) は 最低 
と な り , 以後 急速 に 増加 し 3 日 目 で 大 体 最高 値 に 達し 
TWH, 21C で の ウイ ルス の 増殖 は 24C よ りお くれ , 
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1 日 目 , 102.0 LDso/mosq, 3 日 目 , 103.0 LDso/ 
mosq と あず か に 増殖 を 示し 7 日 目 に 105.5 LDso/ 
mosq の 最高 値 に 達し た .18C で は 3 日 目 102.6LDso 
/mosq. 15 て で は 101.9 LD59/mosq. 以下 で , H 
後 ゆ る や か に 増殖 し , 18C で は 7 日 月 に 109.9 LDso 
/mosq. 15 で で は 10 日 目 に 104.0 LDso/mosq. OX 
高値 に 達し た . 

Fig. 1 か ら 明 か な よう に 感染 後 6 一 12 時 間 目 の ウ 
イル ス の 感染 価 は 温度 が 低い ほど 高い 値 を 示し て い 
A, これ は 温度 が 低く な る ほど と 遇 体 内 で の 血液 の 消化 
に 時 間 を 要 し , か つ ウ イル ス は 血清 で 保護 され て いる 
た め 生 残 ウ イル ス を 表わし て いる こと に 注音 し な けれ 
ば な らら ない. LL, この 実験 成績 か ら 言 える こと 
は , 骸 面 感染 肉 成虫 を 15C の 低温 に さら し て も ゃ も, 18C 
以上 の 温度 の 場合 の 増殖 速度 より 著しく お くれ る と は 
vx. 野 体 内 の ウイ ルス は 増殖 する と いう 注目 すべ き 
事実 が 明か に され だ たこ と で ある . 
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Days after infection 


Fig. | Virus concentration of intected mosquitoes after incubation of various 
constat temperature. Symbols : @, 30°C ; A, 27°C ; W, 24°C ; O, 
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C1) パイ オト ロン の 環境 条件 と コガ タ ア カイ エ カ 
の 羽化 及び その 吸血 率 

zd 27 ATH AOREROP( LORE ER OM if 
KORE Table 1 に 示し た . Hb, 8 月 上 旬 
(Aug. E. (D) か ら 10 月 下旬 (Oct. L. (DO ¥ 
(COOPER CHE LI group 1 か ら group 9 ま 


で は 多少 の 発育 期間 の ずれ が ある に し て も ゃ 羽化 し 成虫 
と な っ た が , HAEA (Nov. E. CODO 以後 の 環境 
で 由 化 し た も の は 遂に 羽化 を みる に 至ら な か っ た 
(group 10. 11. 12), 

goup 1~6 の 雌 成 中 は いずれ も 吸血 能 が あっ て 感 
染 ヒ ナ か ら 30.6 多 な いし 16.7 多 が 吸血 し た . し か し , 
group 7. 8 及び 9 の 雌 成虫 は 吸血 能 が な く , 従っ て 
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感染 実験 で は 2 WORE E LR, UT ARM 
Dee H LOR e た だ 
L, group 4, 7 及び 8 は 感染 実験 を 行わ な か っ 
ie 

(2) 種々 の 気候 条件 で 羽化 し 成虫 と な っ た コガ タ 
アカ イエ カ の 実験 的 感染 と 遇 体内 の ウイ ルス の 消長 
バイ オト ロン で 飼育 し た コガ タ ア カイ エ カ の 各 集 団 
の うち , 営 光 抗体 法 だ け で 貞 体 内 の ウイ ルス 抗原 を 検 
索 し た group 1 及び 昨 体 内 の ウイ ルス の 検索 を 行わ 
な か っ た group 7 を 除い て 感染 和央 体内 の ウイ ルス 増 
婚 の 態度 を まとめ た 成績 は Fig. 2 の 通り で ある . 
group 2. 3 及び 5 は 感染 ヒナ か ら 吸 血 後 , 3 日 目 
に すでに ウイ ルス 増殖 の 立上り を 認め , 103°5~104°5 
LDso/mosq. を 示し た . 7 日 目 な いし 10 日 目 で は 
106・3 LDso/mosq. OdüicsxEL, その 後 ウ イル 
ス 感 染 価 は ゆる や か に 低下 する が , 50 日 な いし 65 日 後 
で も 103°9~104°6 LDso/mosq. で あっ た だ た. これ に 
ML, group 6 及び 9 の 場合 . ウイ ルス 増殖 の 立 上 
り は 前 3 者 に 比 し て お そく , 吸血 感染 後 7 日 な いし 10 
日 で 103:9—103:3 LDso/mosq. を 示し , 15 日 月 に 
104:2—104:5 LDso/mosq. の 最高 仔 と な っ た . そ 
LT, その 後 の ウ イル ス 感 染 価 は や や 急速 に 低下 の 傾 


Virus titer (logMLDso/mosaq.) 


3 7 15 


of biotron. Symbols: @, 


©, group 6; A, group 9 (Exp.1) 


向 を 示す が , group 6 で は 95 日 目 で も な お , 102:0 
LDso/mosq. また group9 (Exp.1) で は 60 日 月 に 
環境 を 3 月 中 旬 (平均 気温 10 て て 14C) に 変え る こ 
と に よっ て 瑞 体 内 の ウイ ルス は 急激 に 増加 し 105-0 
LDso/mosg を 示す に 至っ た . そし て バイ オト ロン 内 
の 気候 温度 の 上 昇 (平均 気温 15 て 一 18 て ) に つれ て ウ 
イィ ルス 感染 価 は 105°6~106°3 LDso/mosg. と な り 
group 2, 3 及び 5 の 最高 感染 価 と 同 程度 と 示す に 至 
っ た だ た. しかし, group 9 (Exp.1) の 場合 , 40 日 目 で 
101*?LDso/mosq. 以下 で あっ た も の が 60 日 目 に 環境 
客 度 を 上 昇 さ せ た 後 105.0 LDso/mosq. まで ウイ ル ・ 
ス の 増殖 を みた 事実 か ら , 先ず 次 の 2 項 に つい て 検討 
する 必要 が ある と 考え た . 即ち , (1) 飼育 中 , 温度 を 
急激 に 上 昇 さ きせ な か っ た 場合 , 101.0 LDso/mosq. 
以下 の ウイ ルス 保有 の 状態 が 何時 の 気候 条件 まで 続い 
た で あろ うか (2) 吸血 感染 時 の ウイ ルス 量 を 更 ら に 
低く し た 場合 どの よう ら な 経過 を と る で あろ うか. この 
2 項 に つい て group 9 と 同じ よう な 条件 で 羽化 し た 瑞 
に つい て 実験 的 感染 を 反復 し た . その 成績 は Fig. 2 
の group9 (Exp.2.) に 示し た よう に , MRAR R nfl 
液 中 の ウイ ルス 量 を 103・3 LDso/0.02ml LL 
し て 吸血 させ た 場合 , 吸血 直後 に 102-3 LDso/mosq. 
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Fig. 2 Virus concentration in infected mosquitoes reared in various condition 


group 2 A, group 3; W, group 5 : 


; C], group 9 (Exp.2). 
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で あっ た が 1 日 目 に は 101.0 LDso/mosq. 以下 と な 
り 30 日 間 同 じ 状 態 で あっ た . し か し , 45H Hic 102・? 
LDs0/mosq. と な り 46 日 目 以後 バイ オト ロン を 3 月 
中 旬 (平均 気温 10C~14 て ) の 気候 環境 に する と 遇 体 
内 の ウイ ルス は 103.5 LDso/mosq. まで 増加 し た . 
以上 の 実験 成績 か ら , 10 月 上 旬 以 後 の 気 師 環 境 で 羽 
[ELIX (group 6 及び 9) の 体内 ウイ ルス の 増殖 は 
9 月 下旬 以前 の 気候 環境 で 羽化 し た 骨 (group 2. 3 
及び 5) の ウイ ルス 増殖 より 著しく お くれ , か つ ウ イ 
ルス 感染 価 も 低い . この 所 見 は 通常 の 恒温 室 で 温度 を 
変え て 感染 項 を 飼育 し た 予備 実験 の 成績 と ほとん ど 同 
じ で ある . た だ , group 9 の 場合 の よう に , SAF 
トロ ン 内 の 環境 温度 を 上 昇 す る と 遇 体 内 の ウイ ルス は 
急速 に 増殖 する こと が 新た に 附 加 され た 所 見 で ある . 
group 9 に つい て 反復 し て 行っ た 実験 で は 遇 体内 の 
ウイ ルス は 長期 間 101・0 LDso/mosq. 以下 に 保 た 
hASH Hic k 554 1027 LD50/mosq. を 示し た 
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DS, これ は 感染 ウイ ルス 量 な いし 感染 率 が 著しく 低い 
た め に み られ た 成績 で あろ うと 考え られ た . 

C3) 藍 光 抗 体 法 に よる 野 体 内 の ウイ ルス 抗原 の 検 
索 

group 1. 2. 3. 5. 6 及び 9 に つい て 1T or BA 
内 の ウイ ルス 抗原 の 分 布 と 気温 の 推移 及び group 1 
を 除き 遇 体 内 の ウイ ルス 増殖 と を 対比 し て それ ぞ れ 
Fig. 3. 4. 5. 6. 7 及び 8 に 示し た . 

先ず Fig. 3.4.5. 及び 6 に み ら れ る 共通 し た 所 
見 は 次 の よう で あっ た . Wb, 1) ウイ ルス 増 将 の 立 
上 り と 共に (吸血 感染 後 HH) 後部 中 腸 壁 の 1 ヶ所 
な いし 数 ヶ所 に 特異 向 光 を 認め , Droa LC 
光 は 次 第 に 中 腸 全 壁 に 拡がっ た . (2) 吸 血 感染 後 10 日 
な いし 15 日 以後 に は 嘩 液 腺 , 脂肪 組織 , 神経 節 及び 卵 
巣 に も ゃ 特異 常光 を 認め た . (3) 蜂 液 腺 の 特異 般 光 は 50 
日 以後 で も 認め た が , PBC THESE 
め ら れ な く な る 傾向 を 示し た . 
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Fig. 3 Distribution of virus antigen in infected mosquitoes reared from the middle 
part of August to the late part of September (group 1). Remarks : | |, 


Number of mosquito; WZA , Fluorescent antigen in midgut; 


Fluorescent antigen in salivary gland. 
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Fig. 4 Virus concentration and distribution of viral antigen in infected mosquitoes reared from 
the late part of August to the late part of October (group 2). Remarks: See Fig. 3. 
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Fig. 5 Virus concentration and distribution of viral antigen in infected mosquitoes reared from 
the early part of September to the early part of November (group 3). Remarks: See Fig. 3. 
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Fig. 6 Virus concentration and distribution of viral antigen in infected 
mosquitoes reared from the late part of September to the middle part 
of December (group 5). Remarks: See Fig. 3. 


Fig. 7 及び 8 の 場合 , BURN O 74v ABO. 
上 り は 吸血 感染 後 7 日 月 で あっ た が , 既に 感染 後 4 日 
な いし 5 日 目 に 後部 中 腸 壁 の 1 ヶ所, ある い は 2 3 
ヶ所 に 特異 整 光 を 認め た . し か し , その 後 の 経過 で 
は 中 腸 壁 細胞 に 特異 管 光 の 拡がり を 認め ず 60 日 で も な 
お 中 得 の 一 部 に 限局 し た 和夫 光 を みる だ け で あっ た . そ 
LT, 特に 貴 液 腺 や 脂肪 織 組 及び 神経 組織 まで ウイ 
ルス 抗原 の 拡がり を 認め る こと は な か っ た . Fig. 8 
の 場合 , 60 日 目 に バイ オト ロン を 3 月 中 旬 の 環境 条件 
LL, 更 ら に 連続 的 に 4 月 及び 5 月 の 気候 条件 へ と 移 
行 さ せ た . 気温 上 昇 後 14 日 目 (吸血 感染 後 74 日 目 ) に 
AeA be RE CC RFR GARD, それ と 共に 山体 内 の 
ウイ ルス 感染 価 も 105°9 LDso/mosq. を 示す よう に 
な っ た . 気温 上 昇 後 23 日 月 (吸血 感染 後 83 日 目 ) に は 
RE tra CERRO E E rn D EN 


以上 の 所 見 か ら 明 か な よう に , RMR 9 
月 中 旬 (Sept. M. (②) 以前 に 羽化 し た も の で は 肖 
体内 の ウイ ルス 増殖 の 立上り と 平行 し て 中 腸 後 避 に ウゥ 
イル ス 抗 原 を 最も 早く 認め , 隆 液 腺 や 脂肪 組織 に ゃ 簡 
光 を 認め る よう に な る と 遇 体内 の ウイ ルス 増 交 は は ほぼ 
最高 値 に 達する こと が 判 か っ た . また 10 月 上 旬 (Oct. 
E. CDD 以後 に 羽化 し た 数 の 場合 , 特に group 9 の 
反復 実験 に お ける よう に 感染 ウイ ルス 量 が 低い と 中 腸 
細胞 内 の ゥ ウイルス 感染 の 進行 は 長期 間 に 互 っ て 技 制 さ 
れる が , group 9 の 初回 及び 反復 の 両 実験 か ら 推 宗 
され る よう に 区 感染 ウイ ルス 量 ま た は 感染 率 の 大 小 に か 
か わら ず , ひと た び 温 度 の 上 昇 の 機会 か あれ ば 瑞 体 内 
の ウイ ルス の 増殖 は 急速 に 開始 され る も の と 考え られ 
5. 
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Fig. 7 Virus concentration and distribution of viral antigen in infected mosquitoes reared from the 
middle part of October to the middle part of January (group 6). Remarks: See Fig. 3. 
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Fig. 8 Virus concentration and distribution of viral antigen in infected mosquitoes reared from the 
middle part of November to the early part of May (group 9, Exp. 1). Kemarks : See Fig. 3. 
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LaMotte (1963) 
101-4~101°8 LDso/mosq. を 感染 きせ 26.5 C25 
日 間 飼育 し た 後 , 10C に 25 日 及び 47 日 間 飼 育 し て も 
101:9—104'7 LDs9/mosq. の ウイ ルス を 保有 し て い 
た と いう. また , Culex pipiens に 103°6 LDso/0.03 
ml の ウイ ルス を 含ん だ 血液 を 吸血 させ 26.5C で 3 
日 間 飼 育 し 10C で 61 日 間 保つ と 101.5 LDso/mosq. 
以下 で ウイ ルス は 検出 出来 な い が , 26.5C に 1 日 飼 
育 す る と 5 個体 中 3 個体 , 5 日 間 飼 育 で は 全 個 体 か ら 
104:0—105:9 LD5o LD/mosq. の ウイ ルス が 検出 さき 
れ た と 述べ て いる . 

MIFUNE (1965) (AF ha IRE, 羽化 し た = が 
タ ア カイ エ カ を 用 い 1044 また は 105.5 LD50/0.02 
ml の ウイ ルス を 含ん だ 血液 を 吸引 させ 感染 し , 屋内 
及び 野外 の 自然 気候 下 で 飼育 し た . 1964 年 10 月 27 日 か 
ら 翌 年 5 月 15 日 まで 201 日 間 に 越 年 生 残 し た コガ タ ア 
カイ エ カ は 感受 性 懇 に ウイ ルス 血 症 を 起 し 得る と いう 
事実 を 提示 した. 

我々 は 予備 実験 で 15C で も 遇 体内 の ウイ ルス は 増 
殖 す る と いう 事実 を 認め , 次 いで 出来 る だ け 自 然 界 に 
近い 環境 条件 で 実験 を 行っ た . その 結果 , (1) 9 月 中 
旬 以 前 の 環境 で 羽化 し た 軸 の 場合 , BUAAOU 4 vA 
増殖 と 平行 し て ウイ ルス 抗原 の 分 布 は 中 腸 壁 後部 の 一 
部 か ら 次 第 に 中 腸 全 壁 に , 更 ら に 脂肪 組織 , 神経 細 
Di, 嘩 液 腺 へ と 拡がり , (2) 10 月 中 旬 以 後 の 環 境 で 羽 
化し た 麗 の 場合 , 又 体 内 の ウイ ルス 増殖 は お くれ , v 
イル ス 感 染 価 も 低く , か つ ウ イル ス 抗 原 は 中 腸 壁 の 一 
部 に 局 限 し て 認め ちら れる . し か し , ひと た び 気 温 が 上 
昇 す る と ウイ ルス 増殖 は 急速 に 行わ れ , ウイ ルス 抗原 
も 脂肪 組織 , TRIAL RACH <<. 以上 の 2 つの 感 
染 の 様相 が 観察 され た . 

上 記 の 所 見 を , 先ず 敗 体 内 に お ける ウイ ルス の 感染 


は Culex quinguefasciatus に 


結 


長崎 地方 に お ける 最近 5 年 間 の 毎日 の 気温 , 湿度 , 
日 照 時 間 を 平均 し , 5 日 ど と の ブロ グラ ょ を 作成 し 
C, 1 年 間 の 気候 環境 を 再現 し た バイ オト ロン で ュ ガ 
タ ア カイ エ カ を 飼育 し , 日 脳 ウ イル ス の 実験 的 感染 を 
行っ た , RRMA ENTS ERODES CHS, 

(1) ku IIT SO ov OBERE BRET RE AMR 
く な る ほど 遅く 。 か つ ウ イル ス 量 も 低下 する が , 15C 


_ 実験 成績 の 追認 の 域 を 出 な い . 


価 と 環境 温度 と の 関係 だ け の 観点 か からみ れ ば 我々 の 今 
回 の 実験 は 低温 下 で も 由 体 内 の ウイ ルス は 存続 し 得る 
と いう LaMotte (1963) 及び MIFUNE (1965) の 
し か し , 出来 る だ け 自 
人 然 界 に 近い 条件 で 特に 8 月 中 旬 以 後 の 種 々 の 気候 環境 
TORE, 羽化 し た コガ タ ア カイ エ カ の 体内 に お ける 
ウイ ルス の 増殖 及び ウイ ルス 抗原 の 分 布 が 自然 界 に 近 
い 環 境 条件 の 推移 に よっ て どの よう な 修飾 を うけ る か 
と いう 観点 か ら は 上 記 の G) 及 び (2②) の 所 見 は 新た に 重要 
な 意義 を 提示 し た も の と 考え ん る こと が 出来 る . 
LaMotte (1960) は ウイ ルス 感染 後日 を 追っ て 感 
Buy OWES, 胸部 , 頭 部 の ウイ ルス 感染 価 を 検査 し , 


最も 早く , か つ 高 い ウ イル ス 感 染 価 は 腹部 に み られ , 


次 いで 胸部 , 頭 部 の 順 で あっ た と いう. DO et al. 

(1967) は 和 営 光 抗体 法 で 感染 投 体 内 の ウイ ルス 抗原 の 
分 布 を 検索 し , 感染 初期 は 中 腸 , 脂肪 組織 に , 後期 に 
(LEEW, 胸部 及び 腹部 に 特異 稀 光 を 認め , 腹部 で は 
感染 の 日 数 が 経つ と 共に 艇 光 が 認め られ な く な る こと 
を 述べ て いる , LaMotte (1960) 及び pol et al. 
(1967) の 所 見 は 我々 の 実験 成績 で は (1) の 場合 に 相当 
し て 認め られ た . 

MAUNGMAN et al. (1972) は コガ タ ア カイ エ カ 及 び 
Culex fuscocephala に つい て 2.6x103:9 PFU/0.3ml 
の ウイ ルス 血 症 に ある ヒナ を 吸血 させ 25 て な いし 27C 
で の 抽 体 内 の ウイ ルス 増殖 を 検査 し た . その 際 , 最低 
感染 量 を 測定 し 8PFU/mcsq. で 感染 が 成立 し 10 日 以 
内 に 105.6PEU/mos3, に 達する こと を 明か に し た , 
従っ て , 本 実験 に 使用 し た 教室 継 代 保存 の ュ ガ タ ア カ 
イエ カ と は 生態 学 的 に 違い が ある と も 考え られ る 野外 
iA BHL, MAUNGMAN et al. の 成績 を 参照 し て 
最低 感染 量 を 求め た 後 , 今後 の 実験 を 進め る 必要 が あ 
る も の と 考え る . 
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出さ れる . 

(2) 8 月 上 旬 か ら 10 月 上 旬 の 気候 環境 下 で 羽化 し た 
雌 成虫 は 吸血 能 を 有 し て いる が , 10 月 中 旬 以 後 11 月 中 
角 ま で の 気候 条件 で は 羽化 し て も 吸血 能 が な く , 11 月 
上 旬 に 笛 化 し た も の は 羽化 し な か っ た . 

(3) 9 月 下旬 以前 の 気候 環境 で 吸血 感染 し た も の は 
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央 体内 の ウイ ルス 増殖 も 3 日 な いし 5 日 で 立上り を 示 
し 7 Ave. LION TRACE LI. Sr rz 
ウイ ルス 抗原 ふ 中 腸 後 壁 か ら 次 第 に 坊 大 し , ウイ ルス 
量 が 最高 に 達し た 頃 に は 神経 細胞 や 貴 溢 腺 内 に も ゃ ウイ 
ルス 抗原 が 証明 され た . 

(4) 10 月 中 名 以後 の 気候 環境 で 吸血 感染 きせ た も の 
は 必 体 内 の ウイ ルス 増殖 の 立上り は お くれ 5 日 日 な い 
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